
三’：」ぼぐ・ξ　㌻江÷ぷ苦ζ桑：義葺葵頴旙三・言右・｛：・　，Jt＝．…1－；’z・，｛”・　，1ウ薄；べ　∴

一’＿、調漆等優撫銀・太学姻∴エ・櫟
　　’・．・　．『二1ぺ∵云首　　ヨξノ白逗｝已苦亘．．、毒　：1ざ1，1三ざきぺ

∴：∵。三ご∴蕊き∴蕊竃海漬二
．・：，：・、．，スd二ξミ、、・㌣・・一∵藩・1嚥・緯吟 雛蓬：・㌔啄：琴議熟：灘・．：短・

　　　　　は励・ぎ．1・・…　1・’∵ぽ」葺華謹づ三・民㌻二ぶx

パご『 號繍∴．．鷲肇鷺騨轟等．
　　・∫∵2）1CIS恒イノラ楴の習幣昂ぺ霧＿譲馨継瞳賠・・l　l－

　　∵旦・ノ・イク文学：’．．．／，－t，・一で言・＼壌湊3纏蜜れ曝た；t

＿・
；；灘讃罐鋤麹．．∴一認継嘉言豆

∵・二’　　．　　3）r－T．E．：ヒュv’ムとF．S‘フ・り．シト『’　　　　．’、，・1・・．∵ご　∫三≡幽’¶

　　　　　－4）、．ニズラ㌘S．塾ンドと俳句　．．、．ギ．、，、／，二1．／、二　．r．　．、

　　，，，．tt、1；；・‡㍑：遥皇膓；．、Fこき鵠纂砂亘）、ざ☆

　　”t’：tt・t’　．．・一：価）．：ノ㌻イク乏イメ・Uiジi∴tt・　tこ一ご，　　1　　い一’編tr－；：’ジ：㌧、き

∴　一・⑰イメージ姉「象P￥7＋」ひ　∴．㍉宅だ．巳・：与
　　　＝．亘鱗と、「竺⑭鰺㌧・’∴1：禦査㌔激，。∪．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；1三：∴・｝、亘二ご’警
　　　　　　　　　　　　iIハイク文学．’「　、　　1
　　　　　　…∵・ノ　・←　、，㍉巳．．　　・’1・　，．「：：i⊆　一・．一　一．、一；：『

　　　　　　　　　　　　．t’　t：・‘’＾・ミ1『、‘．9．　i’　／、・　ら．1・　iAj・　－『1『　　で『、

，

一。，．一．「．∵ρ一ゼパウγドと願（竣1．←，，，，1－一一．

　（li），：ハイクど’f’重置の形式（FOτm’of　Super・Position）」．，’、．1、主：．で㌧∵∵’．．

　パヴンドが，自然詩人《hatuτe　po6tヅに発展し彼の詩の理論を形成するに

至っ、た重要な期間渡；緬g12年がら1914年藩ての・2．・OP間である。Lそめ間彼ぱ

フ柚’ヴ笥ソ繁語倭文学）．と後期19世紀の詩人達およびKエォラでτeats）
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から借用したものを，ホイッスラーと印象主義からの技巧で，さらに強化

し，鯛化し碗あ藷．勧謀齢訪燕よ二誉・湯イ。ス・一礁

介せずに，日本に直接に反応出来るようになった。彼が『フォートナイト

リー』誌（Fortnightly，　Sgpt．1，1914）掲載の「渦動説論」（Vorticism）で詩論を

発表し，その目的を説明するなかで，17音節の日本の自然詩，発句が如何

にして彼の詩論に入り，彼の最も有名な詩の一つを作る助けになったかを示

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　‘

　　　3年前（1911），私がパリのコンコルド駅で地下鉄を降りると，美しい

　　顔が突然次々に現われた。そして一日中，それが私に意味しkものを表

　　わす言葉を探そうとした。そしてその晩……私は突然その表現を見付け

　　た……言葉にではなく，色の思いがけない斑点にこそれは単にそれ一

　　ある「模様」あるいは到底模様とはいえないもの1／もしそれによって何

　　か繰返しがあるものが意味されるなら÷であった。1でもそれは言葉で

　　あった，私にとっては色で表わされた新しい言語め始まりであった。
　　　　　　　　　　　　ぢロペ　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　パ

　その絵画的な用聯羨ミ熟膓Eの丞イワス亘嚢賞賛を暗示し弍いる。だカ㍉

彼が続いて述べている部分では！彼自身の技巧を日本詩と結びつけている。

　　　私は3・行の詩卿た，ぞ：鷲辮破湊㍉故なら作品と

　　しての厳しさが二流と呼ぶべき作品であったからだ。6ヵ月後その半分

　　の長さの詩を作った。1年後（1912）には，次のホックのような文を作

　　？た：

　　　　　　　The　apparition　of　these　faces　in　a　crowd；

　　　　　　　Petals　on　a　wet，　black　bough．

　バウソドは，単にこの詩が短いからといって，あるC・はそのイメージが幾

分日本的である故に，「ホヅクのような詩」であるとは君明しなかった。こ

の2行の深義はもうきつの段落で説明されている。t．．　、t－　”i．

　こ・1日本人はこれと同じ探査感覚をwもぬてい為6：｛彼らは導ぬ種の知覚の羨

t・ 1［つまりτ叙情的上詩作に対する氾心象的」詩作］嘘理解して・b・る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の輸出文学②（中川）

　1’1：i・き∴・・1日本人はホ∀クの形i式を発展さ油諮1に至らたさ㍗rLl．i：rr／i’；「’≡二㌘；・・江

　　　　　　　The　fal1さhも10s§o丘1，　flfes　bae嬢tδ笥｛漬．　bfa泣6三l　ti．．1・、，…

　　　　　　　　　tA　butter6星　：1’．・ぷゴ、’．、　・　　⇒

　　　　　　　（落花枝にかえると見れば胡蝶p．）ts－）［・，一・i1，

　　これがとても有名なホ∀クの実体k’．あるδrr・r…　　　±i　　　t－・’・　t

　　　単一心象詩は重置の一形式である。いそれは，一っρ概念が別の概念の

　　上に置かれたものである。私はそれが，．私が地下鉄で抱いた感愉こよっ

　　て未解決のままにされていた行き詰りから脱出する¢）に，一．有用であるこ

　　とを知った。　　　・　一　　　　　　　；．・　・：’：、、‘　、．・’1，

彼がここに引用．している俳句または発句は，1．，守武（147271549）の作とされて

いるものである。，パウンドにとって，，、その近代性，重要性は，’1それと同様な

俳句が，ある構造的技巧，重置Q形式を使っているように思われたことにあ

る。　　、t／　　　　　　，・　　　・　　tt’tt　’　　∵　《　　・　・”　　二tttt

　パウンドの重置構造の概念は，彼の詩の多くに使われていゐ技巧を理解す

るのに重要であるので，パウンドがこの概念によって意味することを考察す

る必要がある。彼が書いた詩一一「メトP（地下鉄）の駅にて」一を再び

引用すると，

　　　　　　　The　apparitiop　of　t1導se　faces　in　a　crowd；

　　　　　　　Petals　on　a　wet，　blgck　bgugL

この詩は明らかに二つの部分に分けられる。一行目の部分は，比較的直裁的

な，非暗喩的叙述から成ってい6。二行目の部分は鮮明に描かれた，暗喩的

な，湿った黒色の枝に付いた明るU〈’9どりの花弁のイメージである。ここに

見られるように，その「叙述文」と印象的イメ，　“一　S’との間のつながりは，見

たところ単純な対比によるものである。・ここに不一致の一致（diScordin励’

cors）が起る。つまb；その叙述文と鮮明な暗喩との間を想像的に跳び越え

なければ！なちない間隙の故ec，iさら’etti一層楽七い暗喩となるb「メト．ロ（地

下鉄）の駅にて」のためにこの手法を考案した後slパウンドは；7多数の節や
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七　’

詩の基本的構造となり」’大いに融通の効く・手法として，重置の方法くと呼ん

でもよいと恩うが〕｛・を使った。、∴．＝．1．t：：，．1、：三lf㌶．、・．　、．：・1

　パウンドが，彼にとっては未知の言語で書かれた＿詩型にこの手法を見付

けたのは，彼の天才的洞察力の“つであるご俳句は5，7，そして5音節の3

行で書かれ（日本人によつて書かれるときは，通常∴このように分けられな

い）〉そしでしばしば切字また・は行間休止によって，一見不調和な感じで半

分に分けられる61953年にLドナルド・キーソ氏がパウンドを引き合いに出さ

ずに，彼の優れた小手引書『日本文学』（刀ψ砺邸LiteratUre）のなかで，殆ど

同じ言葉で，その問題を論じるまでは，この構造的分断が，認識されなかう

たこ’t　，一あるいは少なくと竃英語の印刷物で論⑰られなかっ1た：ごとに気付く

とき，パウンドがピめ事を感知し売こ、とほ，その真価が初めて正当に認識さ

れるのである。・もしこの発見に歴史的重要性があるとすると，パウンドが，

俳句のなかに，自分の詩のために順応性のある技巧を発見したことは，一層

意義深いものになるbl　／’　”〆1　・＼弓∵1ゴ

㌃そめ一「重置の形式上は発見されてか1ら間もなく；．次あ作舘二「四月」のよう

に2編以上の詩の手法となった：　　　　　．、…　　　　　’p　＿

　　　　　　・‘声Th。ee　spi6t6、ah。　t。　ni6’・”

　　　　　　　．　And　dreW　me　apart

O，≒‘5ξ言．”’　，J・．二t6　where　the　olive　boUghstt　t　’”　　∵・∵、：：’｝；’・：’t’・

♪・一
亘：ぎ：　．三・二㌻：一；．パ阜y§tripPed　l　upon：隼βgrqundξ∵・，∫」・；ぼ．．t・，

　　　　ぽ・．．聖le　cama⑧e睡a；騨gh輌sち、∵・　三、

上記の上4行の叙述は，厳密にいえば抽象的でない。・、「オリーブの大枝」は

「群衆のなかめ顔」’とほぼ同程度に視覚化出来るからである。しかし，その

叙述文は，丁コ巨シによって引き立でられている鮮明な叙情的心象よ’り，‘層

描写的か情況に応じた竜めになっているC一そしてその心象はその詩を暗喩的

に結合す．るのである。　　　．’・．．，　’　1．・1／’1　．i’・・三　・　．．　一　ff　1：・v～『一’1、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の輸出文学（2）（中川）

パウソドのtS　t広くJ敬服ぎ癬養：懸る窒中国］Cll詩にでさえ，・；俳句から借用した

こめ構造を使用：してし、る］頃剛謝魏、、・を⇔うii％　・，　f．．「劉徹」（Liu　Chre）は抑制

した感情の調子をただえているため，彼がかつて書いたどの東洋的詩にも劣

らないものになっている三

　　　　The　rustling　of　the　silk　is　discontinued，・

　　　　Dust　drifts　over　the　court－yard，’　・　　　l

　　　　There　is　no　somd　of　foot・fall，　and　the　leaves

　　　　SCurry　i・t・与？・p興d　liC日ti｝1・　∵　・．，．．，口．
　　　　And　she　the　rejoycer　of　the’heart　is　bdn6a’th　them：

＾ ’　　　　’　　”　　・・　　一　　　　　　　　　・．　1’1　．r　　’　　一一　：tPt・∵1二二㌧ご　，，六　ノ＾

　　　　AWet　le’af　that　ClingS　tO　the　threShOld．戸こき潔．嬉　．ご、こ1二、

この美しい詩についていわれるであろう多くの事めう’ち，主づカミここでば適

切である。第一に，この詩は音声的イメニジを用いている彼の初期あ詩め二

つである。第二に，重置法がここに於て離れわざといつてよい程のものにな

6ている。始めの4行には四つのイメージがあり，殆ど信じられないことに

は，パウソドは，事実この詩のなかに，第五のイメージを見付け出すことに

成功しているのである。それは，詩全体の，一つの意義深い，予想も出来な

い焦点として，強烈さに於て他を凌ぐものである。そして第三には，彼が

［ガイ’ルの『中国文学史』（Gile’s撚励bk　ChineSe　Literature，1926）から］「英

訳」する中国詩は，日本人から借用した形式で完全な再構成カミなされている

点である。’・

　パゥンドは程なくして，他の何ものの場合とも向様，多様性をもたせるた

めに，叙述と1イメージの順序を変えるのが都合がよ’いことを知った。下記の

「ア）レバ」（Alba）le於ては明白な比喩となって，イメLジカ撮初に出てい

る：　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’t’／・

　　　　　　　　　　　元い　　　　　　　　　’　∵　　　　　　　　　　・∵　『’

　　　　　　　　　As　cool　as　the　pale　wet　leaves

．
　’　　　”三・・’一　　　　・of　lily：of≒theヤall6～ア　1　　　・こ　　　二　f・tニi’L’・「・’「T三

　、’，　　　一、　’She　lay　beside　me　ill　the　daWn．’i　　f　t’：∴パ：e
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彼はざ鋤たジ淑述とイ、メ、一ジの順序を変える実験に8どまらず，’：’他の様々な

詩に対して1も適用出来る程その手法に適応性があ薮にとを発見した。・滑稽な

作品や，・．次の興味深い「皇后陛下に捧げる扇の詩」（Fan・Pfece　for　Her　Imp吐

rial　Lord）にもそれがいえる：　　　　　　　　　　　　　．　　’　」’t

Ofan　of　white　silkダー

　Clear　as　the　frost　on．the．grass・blade，

Ylou　ialso　are　laid　aside．

・の詩は秤〈告㊧⑰あ糠畷嫉陣述猫で第三行で述べられ

ている。示唆するイメージは二行目にある。彼女の不平の悲哀は，扇子に告

げられ，そして第三行の爪また」1：（al論〉差鵡う控えめの副詞によ⇔て，彼女

の裏切り者と読者に表現される。しかしながら，．，qの詩にその真の厳しさを

与えるものは，「草の葉に降りた霜」（frost　on　the　grass－blade）である。・それ

の唯一の明示的な，詩の残部との継がりは，扇子と共有する白さである。そ

の心象の本当の意味は，常に拡大する比較の円である＝透明な霜が朝日を

受けてすみやかに溶けるように，美しい扇子はわずか丁時間の貴族の玩具で

あり，女の美もほmpr季節の間，男を引き付ける。また，そQ詩の形式が

t・イクのそれ？a近いことは，単なる偶然の合致以上のことに思われる。殊

に，彼の源泉になっている，　b’イルの翻訳では，それが弱強五歩格の10行か

ら成っているか1うである。俳句に於ける五音節と七音節の交互は第二ρ行と

第三の行に於てのみ変更されている。さらに，俳句の他の必須条件一或る

季節（この場合は秋）’を明示す亙か暗示する一を満たしている。首題

「愛」だけは，俳句には異質なものであるPE，技巧の微妙さとその形式のお

蔭で，ζの詩は，’「英語俳句」（ahaiku、in　Engli血）のタイトルに値しようと

することに於て，おそらく他のどの試みよりも成功している。

パウンb’　et・「重置」鱒滋卿多㌍垣篇噸めて手軽に利用した・

彼が長詩にもその方法の適用可能性を発見するこピは，彼の後程の詩作め発

展から見ると，さらに興味深いことである。長い説話風の『詩篇』（（lantos）
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日本の輸出文学②（中川）

にさえも，この手法を適用或る．㊧に｛成・勢しだことば注目すべぎことである6

概して彼ほ二通りの方法で≒≒詩篇を印象的に締め括るため，あるいはもっ

と頻繁詩篇のなか（”あるイ・づ蛾て・獅卵のパ越すぐ後

続するものを強烈に表現するために一『詩篇』にその手法を使⇔ている。

彼はその技法を，始めの30篇および『ピ←ザン・キャントゥズ』i（PiSan（lan’

tOS）に於て，最も自由た便らている。それらの詩篇は，高利貸の悪や政治の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ノある形態に関係する中間の詩衛㌧鯛鹸述カミ少卿り坤る・例燃

『ピーザン・キガソトゥズ』．．の第十八篇の終末シζ底～，・そ◎手法の＝ζ9が使われ

ている：tt1：一一・　　　　　tt　　　『’　　　　　　　　、　・’

　　　　．．．and　God　一．knows　what　else　iS　left　of　our；LondOn
嬉、、fa

　　　　　　　　m・L・nd・n・．蛾L鱒1。，1．∵翫・
　　　　・nd　if　h・・京ee・eヒ卿C・　、．t．tl－．．．t、一’・’・．．．’．　Y

　　　　　　remains　Oh’thiぶ§ide”df｝riY　’　raih，　ditCh．　　，

　　　　　　puss　1・・a溢i1、興頚1垣繊く瀕ε’　1㌧ト

　　　　　sunset　grand　coutUrier．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・

　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エコ　　ト　コゴ

その日没の擬人化は先行の段落に隼命を付加して，雨水溝に美を投射し，多

分ロンドソを，宮廷風の女官のようにうろつく日！没によって着こなされた最

も相応しいガウンを着た立派な貴婦人にしている。　　　’tt

しかし；r恒パ・刈めな縞式通轍行の意味ピつの醐媚
突なイメージに集中するために，さらに多用されているのが見うけられる。

かような例は多数あるが，下記に続けて引用するものはヅ鮮明な対照のイ

メージから，文脈から一部輝くように見えるイメージへQ，　，・その技巧の広が

りを示すだろう：　t－

　　　And　the　．Castelan　of　Montefiori　wrote　down，

　　　　“You’d　bet．ter　keep　h㎞out　of　．the　．district．　．　　、一、・．．

　　　　“When　he　got　back　here　from　Sparta，　the　people
　　・J“Lit　fires，血（ゴturned　but　yellihg：二恒AND6tFO　L玩が’「…1’触：1：・’E　1’
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，ら主乙．三吻．咳蔭言励批訪在塑ω80物溶『：吻、；・鋤娠卿ゴ汕オ就　・　　；．」．

　　　　・一’一一・・．。・・∵・・三・濤鵜・、・∵パ芦・；・TC・ptg．琴1，．・，

　　　　　　　　　　　　　　　
・1“癬 瀧ξ鑓n¢f，e、　b。‘sea・一　　㌦：門・・〒㌘

　・・泣櫛磁rlgalleyS，　　　　・ジ　　．・一二㌧『∵‘
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　　，．2％・叩垣tiS・C敏11y　S。1己N・tax，、ab・ye麺t・∵
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　　　　　　　　　　　　　　　　　∵．『幽．一、：：、．1・．・二Canto　XXVL・
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　 ∵
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　　　　　　He　a・p巨9S・tQi・・41．9・・，wi｛晒2興＿、。、．∫
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　　’．．1・　q琴；eater　incomprehepSiop？，　　　　　　二Canto　XXIX

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　・麺d遍fO・血…1塒・f　th端i’t6’”026h三竜論i・・
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○・巳・鑑濃麗吟働嘩゜”抵㌶餐xVIII

　これら⑳例文のながで，2行の発句のような文から始まらた技巧が多様性

を示し，典型的に用いられてL・るごとがわかる。「重置」の手法はパーウシド

の作品を通じて使われることによって，彼の文体を特色づけ，彼にとっても

適用性が高かったごとが充分に証明されている1’6『キャントウズ］”に於ては，

特別の重難蛾寧蝉；騨嘩噸綱聯の欠如
は・当惑させる7ご萱尾≡貫性客多えるどんな形式的技巧も歓迎される一

効果があるからである。同様に重要なことに，「重置の形式」は，彼が極め
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て心象的な詩や節を書X旋め⑳技巧で勝らたぶ厨ミ完翁スラ÷こ已日本入」『徹

パウンドにとう晦批評家透春言葉以上の階めであづた吉彼ら，r特匿「日本

人⊥は，彼め詩にとうて，詩の技巧とい．う点で，一層大きな規模の美と有意

義な形式とを与える領域に，彼を導いたのである。

　㈹　ハイクとイメージ‘一／t

　ハイクがパウシドの詩創作の練習に重要であったことに加えて，’それは彼

の文学理論の形成にも貢献した。．『ポエトリー』誌（1913年3月号）で彼は，

彼の有名な・「詩作初心者のだめの禁止事項」を披露した。これら禁止事項発

表の背景の一部はT．E：ヒューム，　F．　S、プリソト，レイミ・一・グールモーン

の理論および印象主義派的慣習である6しかしパウンドカミ彼の理論を作りつ

つあったこの時，彼が日本詩を特に心に置いていたことは確かであるように

思われる。「禁止条項」にはこのことを暗示するもめがある。そ．して後程の

作品がそれを確証している：

　　何かを意味しない如何なる余分の言葉も形容辞も使うなかれ。∴・

　　『かすんだ平和の国々』一のような表現は使うなかれ。ttそれはイメージを

　　ぼやかす6　　　　－　　　11

　　それは具体物と抽象物をミックスする。それは，自然物は常淀充分なシ

　　ンボルであることを作者が理解していないご‘E　h“’ら由来する。．

　簡潔さ，（「重置の形式」に於けるよう1に）抽象的叙述がらのイメージの

分離，そして自然物のイメージの強調は，これらの条項が強調しているこ

となのである。これらは日本詩の目立たしい特質でもあり，”ジュヴァーッ

（Schwartz）教授が，俳句がフランス詩にもたらしたと信じたk正にその質で

ある。　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　’　　　・　、・　・t－一＿　『・・三

　数年後；『パヴァーヌ曲と区分』（PavanndS”an’d　th’visions．’1918）のなかで，

パウンドは自然物の心象について同様のことを書いている・：「私は本来の，

完全なジンボルは自然の物体であると信じる，’もし人が『シンボル』を使用
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するなら｝：彼はその象徴的機能カミ障害陀越らな．いようにそれらを使わなけれ

ばなちない；，じたがつて，ある意味，そむてその節の詩的質が；そのシシボ

ルをそのようなもの，彼らにとっては例えば鷹は鷹，として理解しない人々

に，失われないように」

　この自然物をシンボルとして，もしかすると，彼が首尾一貫して弁護する

ことは，パウソドの日本詩に対する関心と何の関連もないことが想定され

る。例えば，彼の理論は，・象徴派「としておおまかにグループ分けされている

フランスの詩人達から引き出されたものであるとli，’，しかし上述で一部引用し

た「渦流主義」の記事では，かような想定も効力がないことが明らかであ

る。彼は次のように理論を立で始める；’i、・・　こ’t：㌧　i’，’

　「他の種類の・［イマジスト派的］詩は叙情詩と伺じ程古いものであり，同

程度に高潔なものだが，最近まで誰もそういわ（示さ）なかった。イビカス

（lbycus）と劉徹（Liu　ch’e）が心象なるものを示した。ダンテはこの能力の故

に偉大な詩人である。そしてミルトンはそれを欠くためにふいご（おしゃべ

り）である。イマジズムはシンボリズムではない。象徴主義者達は連想，即

ち，一種の暗示，寓意といってよい程のものを扱った。彼らはシンボルを言

葉の地位に格下げした。……象徴主義者達のシンボルは算術の数字のように

固定した価値をもっている。……イ’一…ジスト達の冷づごジは代数学の符合

a，bやxのような可変的な意義をもつ。イマジズ演の主眼点，それはイメー

ジを装飾として使用しないことである」一

　彼は理論から例証1こ移り，一例証のために日本詩に移る：「日本人は以前か

ら同じ探査感覚をもっている6この種の認識の美を理解している6’中国人は

ずっと昔に，もし人がいうべきことを十二行でいえないならば彼は黙してい

た方がよいといった。日本人はさらに短いホックの形式を発達させた」

　この点で，パウンドは，既に引用の，・蝶であることがわかる，散る花弁に

ついての［守武の］詩を引用する。彼は別のもう，v，句を引用し，．続いで「一

心象詩」．のことを語り，彼が地下鉄に於ける経験によって行き当った袋小路
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から，彼を外に導いた「」ホ’・　・y．・．クの一志う｝な文」を如何に作ったかを語る。．『大

祓』（Lzastra」　’1916）はこの論文ρ後藤発行された最初の詩集であった。もし

我々が，パ．ウンドが挙げている詩人や文献の証に，それに刷られている短詩

を調べるなら，一篇の詩は別とし℃ダンテやイビカスや劉徹を探しても殆

ど無駄である。だが先に重置技法の例証として引用した短詩の殆どはこの本

に現われるが故に，．日本詩がパウンドの理論化と作詩の形成期の基礎になっ

ているといって正しいと思われる。日本詩が重要であるというこの仮定がた

て・られるなら，パウンドの有名なイメージの定義を，彼の他の理論や詩に関

係付けること、は比較的に容易である。彼はイメージを「瞬間に於ける知的，

感情的複合体」と定義した。……「それは，その突然の開放感；時間と空間

の限界からの自由感；我々が最も偉大な芸術品を前にして経験する，その突

然の成長感を与えるようなイメージの提示である」と。この定義は，『ポエ

トリ』誌（1913年3月号）に，彼が俳句から借りた形式で，地下鉄での彼の経

験を詩的に表現した1年後に発表される。ここでの強調点は，イメ’一ジの詩

的機能よりも，理解する感受性：「突然の成長」への，．・その効果に置かれて

いる。．その主観的効果の基本に関する，ただ〒つの他のイメージ論議はi彼

が地下鉄に関する詩を書いた話であるようだ。地下鉄の駅で，彼は同じ「突

然の感情」のことを口にしたのである。両論文のなかで，…　aはイメニジが詩

人と読者にもたらす，「突然の超絶する啓示」を強調している。パウンドの

意見は，それが綿密に検討されるとき真の完壁性がわかる。彼の理論と実践

は，・お互いに殆ど完壁に裏書しあうといえるだろう，殆どの詩人については

そういえないが。

　彼の文学理論に関わることで生じたその他の問題といえば，パウンドが渦

流主義に走り，他の者達がエイミー・’・一ローウェル（Amy　Lowe11）に頼ったそ

の途端に，イマジスト達の大分裂に巻き込まれたことである。その争議自体

は，・文学史上のささいで暗愚な一コマであるが，それについていえるすべて

の良い点は，誰も自分自身の方法で詩を書くことを中止しなかったことと，
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パウジドめピ批評家で詩類と；Uでめ優流た才能は一度も批難の対象にならな

かつたことである6ぐ．こごでの本当毎問題はデ彼が自分の審美説をICの時変え

たか否かである。彼がそうしなかったことは，少し研究すれば充分に明確で

ある。何度も引き合いに出している『フォートナイトリー』（Fortnightly），・誌

掲載の「渦流主義」に関する論文で，彼は，「渦巻き」は「イヌエジ上の暗

喩一感情と意味の激発が，あるイメージによって作られた心理的または

審美的渦巻きのなかに流れ込む一であることを明らかにしている。’さら

に彼は，次のようにはっきりといっている。「渦流主義は，これこれの絵画

や彫刻；それに韻文の『イマジズム』を包含するものとして発表された♂

私は『イマジズム］’を説明じ，それから続いて，それめ，，一定の現代絵画や

彫刻に対する関係を示すでレよう」。渦流主義は，イマジズムの始めの主張

とさらに効率的に戦うために，もっと有能な芸術家達の仲間になるためのロ

実であった。・ウインダム・ルーイス（Wymdham　Lewis）やゴディェ・ブゼスカ

（Gaudiet・Brzeska）に帰属出来るこの期間に，詩は如何なる突然の変化も示し

ていないが故に，’渦流主義が名称と情況の変化以上のものを表わしたという；

ことは誤っている6あれやこれやの興味ある発見を求めてかけ廻る変幻自在

の狼狽であるとして，多くの批評家が示した，パウンドの思想の印象は，・彼

の芸術的理論と彼の詩の持続的，本質的完全性を曲解するものである。

i、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「

、㈹　イメージから「象形文字」一へ’　　　　　　1：㌍

　パウンドの経歴における更なる発展は，1912年にデーネスト・フェノロー

サ（Emest　Fenollosa）夫人が彼に彼女の夫の原稿ノートを与えたときから始

まる。この新分野に於ける最初の成果のいくちかは，フェノローサが翻訳し

た能劇の，彼の翻案であった。そしてそれは1916年に出版された。そして

1920年までに，彼は，フェノローサの原稿からとった，重要だが問題にな

6た記事を『教唆』（鯨励がo踏）誌に発表する機会を見付けた。そしてそれ

を彼は「中国の書体に関する土ジセイ上と題した。＝’　”；一／　’“　　”二三・『
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ζリェッセイに関す菱多大な見解不㌣致の大部分は，Zi－A身攻撃を論争点迄

置きかえるという；．：こ㊧種の件載ま起りが渥な傾向がら出teものである。　t＝rt

方に於てパウソドは，中国の書体の本質について，自分の理解力を越えて，

虚偽の前提のもとに論を進めたとあざ笑われ，他方彼の反対論者達は，辞書

以上に深ぐ読めない，創造性に欠けた街学者であると攻撃された。真の問題

は，幾分このこと以上に複雑なのだが，それは少数の明確な問題に分析出来

る。一パウンドによる漢字の書体の概念は何であったか？　その概念は正しい

か？．この考えは彼の他の文学理論にどのように適合するか？　それに彼の

文筆のために彼が理論化した結果はどうであったか？　もしそれらの問題が

挙げられ，この順序で処理されるなら，その混乱の殆どは消滅するだろう。

　パウンドは，翻訳で日本と・中国の詩の研究を進めるうち，これら二国の文

学の書き言葉に興味をもつようになっていた。彼は日本語から中国語ヘー部

関心の対象を移したが，両言語が漢字を使用し，フェノP一サが日本の学者

から彼の中国語を学んでいたがために，一層容易であっ・た。、　　・」

　漢字の本質に関して，明確に相反する考えをもっ二派がある6三派は，フ

ェノロrサ，したがってパウツドが支持した「旧」派でヂ次のよケに信じ

た：書かれた漢字は実際表意的で，それが象徴する物体または概念の様式化

された絵または線描である一これはパウンドとフェノローサにと・って根元

的（必須）なものであった。そして詩人達は，心に太古の，絵画的意味を描

いて書くという。第二派の考えは，今日圧倒的に権威のある意見である：漢

字は先史の時代には表意的起源の意味があっただろうが，これらの起源は，

少数の単純な場合を除いてはすべて弱められてしまっている；しかも如何な

る場合に於ても，その国に生れた文人達は，彼らが書くときに字の画的意義

は心に意識していないと考える。多くの理由（そのうち二つは述べてもよい

かもしれない）のためにパウンドとフェノローサは誤っており，「街学者達」

は正しい。先ず第一に，’いやしくも中国語または日本語の読み書きにいくら

か習熟した者がその言語を使っている間，言葉の表意面を意識しないのは，・
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英語を使つてがるときジそのギリジャまだはラテン語め起源のことを意識し

ないのど同様である事実を確かめるこどカミ出来るご第二に，’もしも我々が言

語の本質を考えるならば，我々は，漢字が言葉として恣意的なシンボルであ

ること，言語は，別の意味では「死んだ」暗喩から成り立っていること，そ

して，詩人の仕事の一つは，常に古い慣用語（idiom）を新たにすることであ

ることがわかる。もし，その言語を理解することが，あらゆる死んだ暗喩ま

たは書体の構成要素を，その原始的なういういしさのある字に至るまで理解

することを伴うなら，言語，殊に詩語，の意義の問題は耐え難いほど複雑な

ものとなるであろう。パウンドはこのことを感知しているのだがは6きり認

識出来ないのだ。フェノロニザが，T「言語を扱っでいる文学者の，特に詩人

の，主な仕事は，古代の発展の線に沿って感覚的に遡ることにある」と書く

と，パウンドが，「このことは古代のテキストの翻訳に適用される。自分自

身の時代を扱う詩人もまた，その言語が自分の手にかかって石化しないよう

にしなければならない。彼［詩人］は，本当の暗喩，即ち，不真実のあるい

は装飾的暗喩とは正反対の，・解釈上の暗喩またはイメージの線に沿った新た

な進展への心構えをしなければならないと，私はこの上もなく卑下して具申

する」9と脚注を付ける。彼はここで自分自身の主要論点に反して論議してい

ることに気がつかない。「古代」の詩人も近代人と同じ問題に直面していた。

我々は，各浸の漢字が，それが表わすものの魔法的絵であった時点まで充分

に歴史を遡ることは出来ない。彼は自分の希望に於て現実的であるよりもむ

しろ尚古主義的であり，極めてフラソシス・ベーコソかトマス・ブラヴン卿に

似ている。というのは漢字は音声と同様，観念を表わすが故に，西欧は中国

語の発見に於て，ヨーロッパ語よゆ優れていた原始的先バベル［バベル以

前］’の言語を取り戻したかもしれないと，彼らは考えたからである。

　パウゾドの誤解は，さらに矛盾する漢字のローマ字化ど，‘印刷体で漢字が

逆になっているのに注目した学者達には，いぐらか歓喜する原因を与えた

が，真の問題は；パウシ1ごが何故，彼自身の考えに矛盾を含むごとにも気付
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かずに，こんな間違いを犯七たの力泌腐う遷姪であ嚇ジこれについでばジ彼

の他の文学理論に彼◎書稚匿関渚浅概≡鏑関係付け苦説明するとおがり冷す

い。、パウゾドより以前にフェノローサが犯した間違いを彼もまたしたように

思われる，何故なら両者とも，表意文字の書体がもつ詩的潜在力に興奮を覚

えたからである。英語の新鮮なイメージか暗喩，物，色，音の暗喩，それに

26文字によって表わされる音0媒介による概念を求めた詩人にとって，あ

る任意のイメージ（それは話されたとき，ある音によって表わされる）をも

う一度あるイメージに，しかも表意文字を通tて視覚的に改変することの可

能性を信じるこどは，中国語を実際そのようなイメージがあるすばらしい新

世界のよう†こ思わせたに違いない。自然物からの彼自身のイメージの例を引

用するならば，もし「hawk」が冷静な読者にこれこれの鳥を意味し，しか

もイマジスティックな詩のなかで，‘高度に含蓄めある価値を有することが出

来るなら，そしてそれがh・a・w・k一と綴らないで，鴎・とい「う「絵ゴどして書

かれるなら一その字では芽は「鳥」を，偏は「家族」・‘または「氏」を意味

する一，それはどんなに豊富に余分の意味を有することだろう’が？とい

う。（何故「鳥」に「氏」を加えると「鴎⊥になるかを決め、る，または他の

漢字を説明するといった発明の才は，中国語と日本語を研究する新しい学生

の間での無邪気な遊戯である。）何故パウンドポジ想定される漢語め表意的

素質に夢中になったかは全く理解可能である二強いていうなら彼は単に，イ

メージに関する彼の理論を別め次元に投影していたのだ。そのうえに，彼が

イメージを「瞬間に於ける知的，感情的複合体」と定義したことが想い出さ

れる。＾この定義は，よく見落される，彼のイメージ論への或る傾向を暗示す

る。イメージは彼にとって，「感情的」一それは感覚的一であるばかり

でなく，「「知的複合物」でもある。結果として，日一中漢字の抽象性一漢

字よって表わされる物が符号に過ぎない限りに於て抽象一が，彼はそれら

カミ表わすかもしれない物体と，様式化した漢字自体の喜ぽしい形成との両方

に内在する感覚性と共に気に入ったのだ。彼の誤りの論理は，’全く新じい種
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　　　　　　　r：”　・i

類の暗喩に出ぐわした詩心の論理である’。　・’．．・「　≡磁」”

：彼の新種のイメでジどしての漢字の使用の最も興味深い実例は『ピXザ

ンー’キャントゥズ』に見うけられる。そのなかで彼は初期に考案した技巧

一
重置のイメージのそれ一に漢字を適用している。例えば，キャントゥ

LXXVII．に次の一節がある：　　　　　　　　　　　　．

　　　　　Things　have　ends　1（or　scopes）and　beginnings．　To

　　　　know　what　pr㏄eeds先and　what　follows後

　　　　　一will　assi§t　yr／CQmpreher　sion　of　process．

彼は「先行」と［後続」の概念を表わす二・Pの漢字を，あたかもそれらが重

置のイメージ〈或る意味ではそうである）．．　，rCeあるがのように使用するcこの

2字はよく撰ばれたイメージなら供給するであろ劾概念と同様な視覚的言葉

で，先行と後続の抽象的概念を具体化するからである。さらに美しい，一そし

てさらに複雑な例がキabントゥLXXIVにある一節に見られる。

　（▼）能楽と、「イメージの統一」

　フェノローサ夫人がパウンドに引き渡したノートのなかLに，能楽＝”一古典

的，貴族的で，本質的には宗教的な日本演劇一一一ig扱うものが多かった。パ

ウ；’ドは，．能を常に最も高く尊重してお’り）’また，彼が行った能の「翻訳」

のうちいくらかは，『彼自身の詩にとって重要であったので，このジャンルが

彼の思想と著作に与えた影響を考察することが必要である。

　「能」の発見について最初の注目すべき面は，能によってパウンドにもた

らされた熱情二である。これは，我々の誤った印象かもしれないが，ハイクに

対する情熱にもえたイマジスト達が起したすべての興奮と勇敢な騒ぎのなか

に，躊躇と不安の気配が聞こえるようにおもわれる。これら17音節の詩が

彼らにとつてどんなに美しぐ思えても，どんな技量を使プ（それらが書かれ

ようとも一しかもそれはダ想い出してもらうべきごとだが，．，イマジスト達

¢）なかの一人も理解しな，bSう1，tg言葉で書かれ一そして，西欧の詩人達に彼
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らの詩作を如何に改革幼べ蕃がを教えるのに，二ど麹な鷹価値があろうともジ

俳旬は相変らず未知の不確実な本質を栂縛茜ので赤づた。・誠意を尽しなが

ら，英語の17音節に夢中になリパ自分を詩人と呼ぶことが出来る者が誰か

いただろうか？．だが「能楽」、は，ベゥンドや他の詩人達が日本においた信

仰（信念）．を正しいとした6”ここには彼らがハイクに見たのと同じ高度の文

明がありた。能楽は，同様の天才的わざをもち，ギリシャの古典劇に幾分匹

敵する，たっぷり持続する長さの劇形式をしていた。下記のものはパウンド

の潜在的情熱である；彼のハリェヅト・モン・ローへの手紙のなかの腹蔵のな

い陳述が自ら次の通り語る：「ここに四月用の日本劇［錦木］がある6それ

は我々にいぐらかの興奮させる理由を与えるだろう……この日本の発見物

は，我ダが雑誌を始めて以来我々が得た，およそ最上の幸運の品であるとい

う私の意見に，君は同意すると思う。私はその作品を翻訳の一般的範疇の下

にも置かない。今までならそれは入手出来なかっただろう一に。以前の日本語

英訳の試みはつまらなく，馬鹿げていた……君は、［江914；年1月／VCアメリカ

へ向け出帆した］－W．B．イエイツ〔1871－1957〕一もまたそれに’とても夢中であ

るのを知るだろう」。

．パウンドはフェノローサtパウンドの翻訳への序文になる短い三つの段落

において，さらに歴史的（見せかけの歴史的にしても）で批評的な言葉で，

彼の意見を次の通り述べている：「能は疑いなく世界の偉大な芸術品の一つ

である。’そしてそれは，いわば最も深遠なものの一つであるといっても同然

であろう。

　「我々の時代の8世紀に，日本の宮廷の芸術家達は茶の湯と香道という遊

びを確立した。　　　　n

　「14世紀に，僧侶達や宮廷人達や役者達が皆そろって，巧みさに於てそれ

らにひけめを殆どとらない劇を産み出した」

　パウンドの熱意と，そして間もなくイエイツを，能楽にかぶれさせる方法

にっいては何の疑いもありえない。問題は，むしろその翻訳の質と，彼の詩
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のなかで能h‘g果素機能睦関してである。・文学的観点から見て，パウンドのも

めと比較じ「う治能め英訳は，t犬部分ぱ殆；どがア・尋ザーヨウエaリ巨の訳だげ

である。ウエィリーは，紫式部の11世紀初期の小説『源氏物語』だけを基

準にしても，疑いもなく，世界で最も偉大な翻訳家の一人である。ウエイ

リーの訳は，『日本の能楽』（ηle　1V6　P吻sげWα％）として出版されたもので

あり，学識と精巧さが表出している訳で，いわば権威のある英語の原書であ

る。‘パウンドーフェノローサ版は詩人の翻訳書である。可能な限り学究的だ

が，歴史的3文学的，語学的脈絡には不馴れであり，パウシドは，翻訳に於

て不可能な大仕事にとり｝かがった⑳だゆた。どちらかといえば，「しばしば成

功した♂彼の翻訳は質に於ミでウ1工拓り⇔婬ものより優れている場合が稀では

ないが，よく失敗もしている。『砧』の終サをぶ1ざまに繕しS芦ぞの作品は殆

ど意味をなしていない。そして『卒都婆小町』を，ウエ不ウーが且頁使っ

ているのに，どういうわけか無意味な2頁に切り詰めている。フェノローサ

かパウソドのノートめ不備のせいにされなければならない欠陥もあったが，

立派な訳を台なしにする『葵上』の序文につY・・ては言訳がたたない。またゴ

『羽衣』は，おそらくすべてのなかで最も優れたものだが，彼の優れた詩人

の能力を考えると，失望に値する。彼はその劇を完壁に理解し，その多くを

すばらしく上手に訳したが，能で最も美しいくだり6b・“つであるその戯曲の

終末は，最後がひどく滑らかさを欠く散文にされている。t，　”バ・　　F

彼の本当の成功作は，’r須磨源氏』『経正』．『葵上』『玄象』工熊坂」『景清』

『杜若』と『錦木』であり，多分この順序で後になる程優れているだろう。こ

れらの戯曲から，・優れた叙情のくだりのみを有意義に引用することは可能だ

が，『錦木』の，別れた愛人の次のくだりは，その翻訳の美を幾分見せてぐ

れる三三t’t　　『　　　’　　・　　’：一，・’、・　　一　　　／・　f・，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　’、・
　　　　　　　There，s　a　cold　feel　in　the　aUtum江

　　　　　　　Ni由t’6。m。，．．．．い・1㍉　’ぴ一・

　i”・t’　・ltttt　　；二．∵．だCHORUS［speak｛hg・his・wordS］ご㌧　　．こ1弓’・．
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　，　　・∵’Analls歯苗鱒tf巨ご§ξ欝i簸1瀞売h6h汀合繊寿三議よ嚇ミ綴争

’ ∵・　　冷Spgt垣d．頑血三§1熈璽墾畑鯉r§牽．㌍1；駆鯖ぷ皇ば霞環廷菜

　　　　　　、　Agt・pm！・ur　f・et　a・e・1・g牢4，・・．□恒だヴ1、・

　　　　　　　In　the　deW・drenched，　entangled　lea▽eS

　　　　　　　The　bεrpefuai　T　s飴dow　iS’：’Slonely，　　’L：’E・　　t　’　”e　　　‘‘’

　　　　一　　，Tlle　mo血tain　shadow　is」y五1g　aloneL・　・’．’li　－・

　　　　　　　The　owl　・cries　out　from　the　ivies　、　　，．　　．　．

　　　　　　　Th4t　di，　ag　their　Weight　on　thg　pine．一

、もう一つの美しいくだりも引用に値する。それ自体の美と，その光のイ

1一ジの，『キャン・トゥ51．』にあそ同じイメー己△の関連性の故巴；次の韻

文は『杜若』から，とったもρである一。そのなかで杜若．（ハナシ？ウプ），夫人

の霊が，伝説的魅力のある宮廷人・日本で最＄優れた詩人のひとり・在原業

平への彼女の愛について語る。彼らの愛は㌧ほをのわずカこの期間｝でか続かな

かった。今，その死んだ夫人の霊は，業平へのあこがれ，彼が彼女を一度も

忘れなか？たというプライドs．．，そして・，す叉の鮮惣誘髄準聖て

仏の救いを得る必要性との間にひき裂ρ・れている：．．、　ti．．．L．．詩∫言に一認

　　　一A・dher・in　th・皿derw・・1d．　　・‥∴，鷲一恒線、’」

　　　　蒜㌫㍑隠票盤野餐票頸箒、嶽・
　　　　　Iwhδspeak，　an．　unsteady硫aith，　　1　r　　　　　　　　　　　ゴl

　　　　Aform　impe㎜anent，　drifting　a丘er　t嬢艇嬢鞍，：ぷ〇二

　　　　麺・・m・t・・nlight・n　the・e　p・9pl・・．、・だ∵三．　t　I、　t－i

　　　　Whether　they　know　me　I　know　not．

　　　　　　　Alight　that　does　not　lead’on　to・darkness’．．．

ここの最後の行に仕切られているイメージは，パウンドが，俳句の重置性に

関する理論と，その技巧の好ましさに捕われていたため，このような訳にお

いてでさえ，最後の行の光のイメージを，先行する一層描写的な叙述文から

分離する機会に抵抗出来なかったのだ。　　　　　・　　　・．　　　　・　一

　最初に情熱がひらめいたとき，パウンドは自分が行う翻案は再創造である
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と感じたのだ。一ざだから▲．彼の個人的ス丞イノkが表出しているばかりでな

く，原文と異なるものがとても多く書ぎ｛込まれだこれらの優れたくだりに

も，実に多量の再創造が見られる。『だが1927年11月までにパウンドは，ウ

エィリーの訳を読んだからか，あるいは大方ほかに得た知識から，自分の相

当数の翻訳は断片的で，（本当に自分なら），もしかすると，これらの戯曲を

翻訳したかもしれなかったであろう程うまくやらなかったとさとったのだと

思われる。11月9目に，’ 彼は，もし有力な助手が得られ，消費時間を価値

あらしめるだけの販売が期待出来るならば改定したいと，グレン・ヒューズ

宛に手紙を書いた。ジごあ再翻訳が果して実行されなかったことは，日本にも

西欧にとっても詩的観点かち見て大きな不宰であったとしなければならな

い．もし勧・，イエ・ツの舞馴を盛後熾衰ら已遷観てその戯

曲を書き直していたら，その作品はおそらく彼の最上の作品のなか庭列して

いたであろうに。

　しかしながら，能を理解し英訳しようとする努力によって，パウンドほ，」

彼の詩的理論に重要な要素，彼が渦流主義者の運動に参加した頃まどあられ

た原理を得た・17≡，‥リ7』誌k・b・4年・月ip号）の講「渦流

主義」に，再びその証が見られる。彼がそのなかでいっていることから，彼

は「単一心象詩」と「重置型」に関する理論を，その記事を発表する前に彼

の周りの者に解説していたことは明白である＿そして，彼の知人の詩が示

すように，彼の変節はその効を奏したのである。”だが幾人かの作家達はこの

種の詩についてパウソドに質問し始めた，（そして彼はいった）：「長いイマ

ジスト的，または渦流主義的詩が存在しうるのかどうか，私はしばしば尋ね

られる。ホックを発展せしめた日本人は能楽も発展させた。最上の能では，

劇全体が一つのイメージで成り立っているかもしれない。つま、りそれは，一：一’

つのイメージの周りにまとめられているのだ。その単一体et・一つのイメージ

から成り，動きと音楽によって強化されでいる。私には，長い渦流主義的詩

に反するものは何も見当たらない」。
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　パウンドは，能の構造について；三印刷物で少なくともあと2回，この主張

の正七いこどを示じ萢，’そしで！”t須磨源氏』tIの終りめ／一トにおいて，最も

ぬかりなく示した・そこで彼は逗中ま、「我袖ミイ・⇒の統一と呼ぶも

の」がある，「少なくとも優れた方の戯曲はすべて単一のイメージを強化す

るように組み立てられている：『錦木』の紅葉とにわか雪，『高砂』の松，

『須磨源氏』の薄青い波と波形，『羽衣』・に出てくる羽根のころも」と書Y・て

いる○これは，渦流主義に関する彼の記事が出て2年後の1916年に出版さ

れた。パウンドが理論を発展させる情況のなかで，．これらの意見は，彼の理

論と作品にとって日本文学の重要性を十二分に認めている。簡潔で，暗示的

でstt一イマジスチックな詩の書き方を俳句が示し，長い万の詩を如何に構成し

うるかについては能が彼に教えたことを考えるとき，我々．は）．日本詩を、，t彼

Q詩と批評の主要な決定要因のtつ一といってはばからな｝畑意を誇張しすぎ

てこの真実を損ずると馬鹿げたことになろうが，彼の詩と散文の物証から判

断するとピ少なくとも日本詩は彼にとって正当化の根拠になったし！精々彼

に詩の技術を教える入門書になったというのが安全らしい。正当な評価はき

っとその二者の間の何処からしい。　　　　一

　能が彼の詩の創作にとって重要性を帯びた一？の面は，材料の源泉としく

であった。この能の発掘は，．『キャント．ウズ』において㌧時シ弓は明自に，．．時

にはとても微妙に光彩を与える戯曲への多≦の暗示に，突きと要ゑ⊆と炉出

来る・ある場e“t・キ・ツト・照x興随る如ぷ⑰醐煕つに直

接の言及がある。キャントゥLXXVIIに於ては，ある能楽の回想が軍隊の

営倉の赤裸々な生活と溶け合う：　　　　　＾　　’　・．・．－1・

　　　　　As　ll　rCturus　passes　over　my　smoke－hole．：．一．

…．・ ．

譲鷺㌶「ic”1輌at’9P・，・A

tL
・’ に＝：・一　一〇㎡誼Cs6iも1ξe諭ho　stole　a　safe　he　cdn，t（項en　tt　　　　　　’で吉ニ

　　　　　　　　　　　　　　　ー47一　　　　　　　　　　　　　泌f’



　ミ；ゴ〈恒ぽ’叉三

曇ぶ［：冷普，e．ぷQ≦麺‡∈女埴（le　entit1¢d諸Pξ≡riplus　by℃鎚ion）じ　．’：、

嫌S：㌃，・磁鱒廻♀iis・・娯・卿1a警S・興・ip…Sh・‡・就・趣p・・IL

　　　　　　　　　　　　k．1akk．．．－ithiruuuuu
t／　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　㎞aking　rain

　’1い・’t’　・／t　　　　　　　　　・　泊ub11．　y・

『葵二訂「へめ参照は明自である：もっとも，ピーザシの軍隊の営倉からそ

の能kの移行はそうではないがS「しかしながら；いくらかあ再構築は可能め

よう楚。話者6ミ見る「やつ］ほ窃盗で投獄されるご時と事件は過ぎ去る1”こ

め経過はLつの幕間劇である，’そして幕間劇は劇であるので，それは「軍用

トラックあべうヅプラスゴどいう題がつV；てti・る6そあペリップラスどは，

景色ゐある眺あか；列定代6オデ言ジ鞠ニヌ添旅毛なければならない，輪郭が

記されただけの地図である。｛そガば萌らか淀干軍甫禄ヂジクあベリッブラ

ス」である。何故ならばその囚入は軍用車に乗i：Sて亮の蕩を走り麺’6i…v；

たずらに盗んだ金庫を開けようと試みているからだ。彼め顔に，強力な光が

焦点をなし，『葵上』に出てくる嫉妬深い六条御息所の亡霊の鬼面（即ち般

若）のように見える。彼女あ霊は病床に臥した葵を殺しに来るのである。舞

台上とテソトのところで大騒動が起る，そしてその擬声音的語ほ，どしゃぶ

りの雨にバタバタはためく粗布と，六条の霊を追い払う僧が唱える祈薦に合

わせてもむ数珠の，両方を表わす。「二　　∴　　　rト」

H t

キャソロLXXIXからの’一節は，’1二つの能楽に現われる主役の振舞と，

トロイ略奪後のギリシャ人の振舞とを都合よく比較する：’

Greek　rascalitY　against　Hagoroino

　Kumasaka　vs／vUlgarity　　　　　　二

　　no　sooner　out　of　Troas　　　　　．、　　　　　　　　－

than　the　damn　fools　attacked　Ismarus　and　the　Cicones．

　『羽衣』に於ては，漁夫が天人の羽根の外套を発見し，彼女が天に飛び戻

るのにそれが必要だと彼に告げると，彼は彼女にそれを返す。『熊坂』の要

点は，パウンドが好んで語ってきたものだが，勇敢な武士の霊が，如何に巧

　142　　　　　　　　　　　　　　　－48一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本の輸出文学②（中川）

妙にある青年に打ち負かされたかを僧に告げる目的で，地上に戻るというご

、とで・ある。1これら宮廷風の優雅さの範例はジ彼がギリシャ人の野蛮性と対比

するところのものである。

　既に暗示されてきた一つのことが，これまでに述べた例に関して付加され

なければならない。多数の伝説や説話や歴史からの例が，観音とビーナスと

を融合させる櫛（・・ン・・ee　64’篇）が示ロう醐聖聯化した原型

の周りにまとめられているのet，『キャント？づ』の一磐的な構成原則であ

る。　　　　　　　　＿：、，．一ジ．
　有意義な原型を通じて種えの素材を統一するこの方法｝莞シくウンドが、日本

文学から形式的技巧を引き出すもう一つの例である。∫：ごゐ冑ノニジの統一

と呼ぶところのもの」坑渦流主義派の詩を可能にす誉べ≦㍗能がら引き出

されるべきだと彼が感じた作法である。『キャン小ウズ』に於緬，にのよう

な原型的統一イメージが占める範囲は相当なものであり，いくらかは詩人達

の共通のストックからとったものである。例えば光；あるものは文学的モ

チーフで，『オデュッセイア』または『神曲』の文学的旅；隠喩的意義が与

えられた人間活動で，マーチャンダイジングもあれぽ，パウソドが意義また

は美の価値を付加する・「地域」のイメージで『須磨源氏』をほのめかす節の

波のイメージもあり，そして独特なパウンド的イメージもある。パウンド独

得と思われるイメージは，価値の原型的シソボルにされた「象形文字」であ

る。その場合には，文字は如何なる他のイメージとしても機能する。再び

我々は，「一書体字を吸収する日本文学から開発された作法をここに見る。統一

的イメージが可能な多くの例から、．tその作法を説明するために，そして如何

にひんばんにそれが日本の材料を使用しているかを示すために，次の三っが

撰ばれよう。これら三ρとは，天からの地上訪問者，ミルトンが同類のイ

メージと呼んだ「神聖な錐の影響」，ttそれに中庸［道］である。・・　　．・

．天からの地上訪問者の統＝的暗喩は，羽衣イメーrジと充分呼ばれうるだろ
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、．u：。．

う↓「’この戯曲は旙．－1無ウジドめ想像力．にとて古多くを意味してきたからであ

ゐごその蔀糎管ジと，そlziカx：IT羽表』］㊨「天入｝⑳他に．とるかもしれない他

のかたちの，最も明白な叙述をする節は，おそらくキャ’シトゥエXXXた見

られるものであろう：

　’・－1’∫“With；・Us．there　is　no’deceit”　tt－・．　tt．　’tt　　・　’　・ttt　’t　J　I　L　：L　ごt／

　　　　頑蜘⑳輌ymph　・・㎜蜘a垣・㍉　・．’ぼパ恒

　一垣興興・caus七．’、”，，　tt　　　t．t．　tt・一・・　：．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご／：．・・．：：！：≡趣声㌘；

…

㌶勲謡鑑h鑑霊轡1；撚篶・誤・11　．．　1・　／J－．　’ll／．1’」．一

∵∵也ぷmg　D㎜・・h・・t・a・S・thti・債・丘。孟慮壷冬弧ピ’・

11∵・・　At　EphesUs　she　had　compassion　oII　silversmithS；1　㌧・　’z・

三㌧、・㏄V鱒9血・p・・a・1・t・．

に夢灘器㌶M。n，。G、。、。白㌧・一一㍉
　　苦蕊醗這、1磁．・i・6・t　・　Al169・er∴　1∵∴．・・　．；i：i－一，

ざ：鋳二：≡㌧lt・［．　Cytherea　eg・ista．　　、　tt　t・t・・－．1『1・r”1．・”・∵’「1

＃’記ゐ詩節ほ；『羽衣』‘からの意訳がそれに続く『引用文がら始まら治いる二

我々不死の考には虚偽｛まございません。だか・ら〆私め羽根φ外衣を返して下

さい，．・そうすれ｛ま私｝ま〆・あなたに約束した天主の舞を踊りましまう，‘と，天

人は漁夫にいう‘，そして富士山上の天へ上って行き．ながら踊るδンミウンドほ

「月のニゾフ」がその言葉をいつたものとしてじ・る，三そしてその天人は全く

そうではないのだが，『 彼はデXアーナを記憶に留めていたに違いない。彼女

もまた地球を訪れる月の女神で；水浴中に知らぬ間た，天人のまうに見つか

り，・そして，この引用文めすぐ後に出てくる，不運なアク5イオーンにじっ

と見つめられる。・その夫人庭付げられてい洛形容辞，’純潔女は，≧「聖霊］’：が

÷リヤを訪れたことを暗示す澄（もIs””’9　・’v’　iゾドがrお告げ」「を「「無原罪懐
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胎」と混同したとするなら泌E岸に運婿妬渥毒オ・ムガイ」’・涯ビ㌣オスを暗示

する。彼女の銀細工師への愛情ぱ；〆三聖霊託慰め手加の降臨を告げる次行でさ

とられるキリスト教的含意で，彼女のお気に入りの島からエフェソ7〈tN移さ

れている。その引用文は，再度キュテレ’イア女神ヴィーナスに言及して終

る。　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　．．　　　’’　　　　”　　　　i・　　，

1かように上記引用の詩節は天人，月の女神ディ：’アそチ，’マリアにお告げを

する聖霊，女神ヴィーナス，キュテレイア女神ヴィピナスが巳暗示されるか

また．は挙げられていて，美しい光のイミッジャーリごが作られている。光の統

合的イメージは，『キャントゥズ』に再三再四e・　・t繰返し現われる。次の引用

例は天上からの訪問者と光のイミッジャリ・一が〆：辛予ン．ト漠XX】薩からの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　い　　　　　　ドニ　わニむ
櫛に於て・如何に完全魎あて微蟹t頭雛壁鍋る鰺示
す：

　　　　　　　　　　　　　　　　　・IL．．sf娠’二三☆ぺ’ニパー亡三二

　　　　　　興wa隠惣瓢○鷺’1贈鷺

　・塞霊瓢鑓還濫≦㌧亘「総
　　　　　　　Silve「beaks°ut°f　the　nig坑　一ジーt　　－○
　　　、・一’St・ne・’・P・ug．h…．9・e！・b・9．・h…　　’・轡．主㌍1・

　　　　　　　　　　　lamPP　fl亘d　in　w破gち

　　　　　　　Pinq，b￥－the・black工砿，ρf－i七s　shad頭、ロ三一已

　　　　　　　And　on　hill　black　trunks　of　the　sh頭⑥墜　J　J：、，・±．．き、

　　　　　　　The　trees　melted　in　air，

この理想美を表わす小鰍‡，キ，ヤン．トゥの他の部分の「在るがままの事物」

と，かつては鮮明な対照をなした優美ざと光とを回想させる。多くの，今や

見馴れたイメージが想い出される：ディアーナの小川の水，アクタイ2－　一一ン

の白い猟犬明りをつけた，銀の船首のつy害ゴンドラ。松は高砂と伊勢を

想い出させ，今暗闇に覆われているヵsそζは茸はすべてが光であった。そ

して，富士山でさえ薄く光る薄霧のなかへ溶け込むように（ともかくもパウ

一 51一 ｛L45



ンドの羽衣の翻訳版では），天人が羽根の衣を着けて天上へ舞うように，す

べてが光を帯びた空気のなかへ溶け込む。

　中道または孔子の中道の（アリストテレスのではない，パウンドは彼を嫌

った）統一的暗喩は，チュン中という字で表わされる。それは真ん中，中

心，中央，等（そしてパウンドには「ただの過程」と「中心点」）を意味す

る。このイメージー通常の文学的意味でのイメージよりもむしろ「知的複

合物」一の最初の表現は，キャントゥXIIIの最初の「孔子」キャントゥ

のなかの段落であるようだ：

　　　　　　　And　he　said

　　　　　　　　　“Anyone　can　run　to　excesses，

　　　　　　　“lt　is　easy　to　shoot　past　the　mark，

　　　　　　　“It　is　hard　to　stand　firm　in　the　middle．”

このイメージはその詩の多くに暗に示されてはいるが，ジョン・アダムズの

手紙の一つがキャントゥLXXのなかに引用されるまで，殆ど見られない。

再び「象形文字」が，テキストのその部分に限られて重置のイメージとして

現われる，統一的イメージとして，その詩のさらに大きな文脈のなかで機能

する：

　　Americnans　more　rapidly　disposed　to　corruption　in　elections

　　　　　　　　　　　　than　I　thought　in　’74

　　fraudulent　use　of　words　monarchy　and　republic

　　Iam　for　balance中

　このイメージはキャントゥのLXXVII篇とLXXXIV篇からの2節が示

すように『ピーザン・キャントウズ』に最もよく見られる：

　　　　　　　some　sort　whereto　things　tend　to　return

　　　　　　　　Ch皿g

　　　　　　　　　　　　　　　　中

　　　　　　　　　　in　the　rniddle

　　　　　　　　whether　upright　or　horizontaL
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John　Adams，　the　Brothers　Adams

　there　is　our　norm　of　spirit

our中

　　　　　　　　whrereto　we　pay　our

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　homage．

　ピーザンシリーズの最後のものが，これらアメリカの実務家達や善良な知

事達に，日本詩や劇から得た技巧，重置であると同時に統一的なイメージを

通し，中国の（そして普遍的な）倫理的理想を表現する漢字を用いて，敬意

を表することで終っていることは，多様で想像的に統一された『キャントゥ

ズ』の特徴を示している。パウンドの評言を再び用いるならぽ，「そこに

我々の精神の基準がある」。

　勿論他の多くの日本の要素　　能の舞踊家伊藤道郎を始め，日本美術，日

本史，日本産業，有名地，宗教等が『キャントゥズ』を飾っている。パウン

ドの思想や著作物における日本の主な機能は，ホイッスラーを通じて，日本

美術が彼の初期の作品を色付けたことから始まり，日本詩や劇は，彼の成熟

期の詩をずっと通して，有意義な形式を与えた方法にある。彼は，形式，様

式，そして心象の問題を扱う詩人であるという点で，日本に永続的な借を負

ったのである。アーサー・ウエィリーのように，パウンドは東洋を訪れたこ

とはなかったが，そこを訪ねたことのある多くの者より多く日本の精神を吸

収し，日本の豊かな文化において，彼らより深い根本的理解に達したのであ

る。［以上，Earl　M　iner，　The　JαPanese　Tradition　in　Bγitish　and　A　

men’can　Literature

（Princeton，　N．J．：Princeton　Univ．　Press，1966）より抜粋，和訳，修正，編集。］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下次号に続く）

一 53一 147


